
◆鴻巣市人口構成 

 ・ 2019年 4月 1日現在、住民基本台帳に基づく鴻巣市の人口は「118,512人」 

 ・ 総人口は 2010年 6月の「121,087人」をピークに減少傾向。 

 ・ 社会人口については、直近 3か年「100名」前後の超過傾向。 

 ・ 自然人口については、2008年以降、死亡数が出生数を上回る。 

 ・ 当該区域が包含される「鴻巣地域」においても、人口は減少傾向。 

 ・ 全国的傾向と同様、老年人口比率が増加傾向にあり、現時点で 29%。 

 

≪参考：鴻巣市の人口 2019.4．1現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆鴻巣市人口構成の見通し 

 ・ 2015 年国勢調査に基づく、国立社会保障・人口問題研究所の「推計人口」「人口ピラミッド」は

以下グラフの通り。 

 

  （出典元：RESAS） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆鴻巣市昼夜間人口構成比率 

 ・ 2015年国勢調査に基づく、「昼夜間人口比率（年齢階層別・地域別）」は以下グラフの通り。 

 ・ 首都圏ベットタウンとして発展した本市の特徴の通り、昼間人口が少なく、近隣市と比較しても

少ない状況。 

 

（出典元：RESAS） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆その他「統計データ」に見る市の強み弱み 

・ 本市近隣市と比較した統計データにおける強み弱み一覧は以下の通り。（2015年データより） 

 

（出典：第 6次鴻巣市総合振興計画） 

 

 

 



◆H27実施「鴻巣市転入・転出者アンケート」概要（「案件概要書２（１）③：現状及び課題」部分） 

 

 

 

 

 

 

≪転入・転出者が見た、当市の魅力≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目的：転入・転出者の特徴傾向を掴み、施策に反映。 
・対象者：平成 26 年中に転入・転出した世帯主 
・実施期間：2015年 8 月～9 月 
・配布数：転入者：1,697 人 転出者：2,528 人 
・回収数（回収率）：転入者：561件（33％）  転出者:：676 件（26％） 
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●転入者 
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≪市民ニーズである、「医療機関」「買い物（商業機能）」についての、市の取組状況≫ 

  

１）医療機関 

 ・ 人口 10 万人当たりの病床数が全国ワースト 2 位の埼玉県の中でも、本市が属する「県央保健

医療圏」及び「鴻巣市」の病床数は、県平均以下。（平成 24年度調べ） 

・ 平成 25年度～平成 27年度に、北鴻巣駅箕田地内にて、特に本市に不足する医療機能であ

る「第二次救急」「小児医療」「周産期医療」を満たす「総合病院誘致構想」に取り組むものの、

「建築費高騰」「経営環境の悪化」等を理由に、交渉先医療法人との交渉は、白紙となる。 

・ 以降、場所等も含め条件を白紙に戻し、多角的検討を行っているものの、具体化までには至

らず。 

 ⇒ 本案件対象地においても、「病院」「診療所」等の「医療機関の参画」が望めるようであれ

ば、市としての検討優先度は高い。 

（※特に「第二次救急」「小児医療」「周産期医療」については、是非とも誘致したい医療 

機能として認識。） 

 

２）買い物（商業機能） 

 ・ 本市総合振興計画 土地利用構想（以下「図」参照）や、都市計画マスタープラン等において

は、駅周辺や旧街道沿いを中心に商業・業務機能の集積を図るエリアとして、土地利用の誘導

を推進。特に、中心市街地である鴻巣駅東口では再開発事業による都市環境整備を推進中。 

 ・ 一方、日常購買需要を満たす「商店」や「スーパー」等は縮小傾向にあり、「空き店舗対策事業

費補助の創設」等の対策を講じているものの、市民ニーズの改善までには至っていない状況。 

  ⇒ 本案件対象地が、広域的ニーズを網羅できる規模感は持ち合わせていない点は認識す

る中で、本機能により、人が集う環境を創出 or補完する提案等があれば、望ましい。 

 

 

鴻巣市第 6次総合振興計画 土地利用構想 


